
 

 

ま え がま え がま え がま え が きききき    
 

 補強土壁工法は 1963年にフランスで開発されて以来，世界中で急速に普及

している擁壁の一種である。国内においては，1972年に最初の施工が行われ

てから，現在までに２万件を超える施工実績を有している。一口に補強土壁

工法と言っても数多くの種類があり，現在では 20を超える工法が提案されて

いる。その中から現地に適した工法を選定するのは非常に困難になってきて

いる。 

 本書は，実際に本工法の設計・施工に携わっている技術者が，数多くの補

強土壁工法の中から現地に適した工法を選定することを目的に記述した。し

たがって本書は実務面に重点おいて，できるだけ補強土壁工法全般の実状を

述べることにした。1章で総説について述べ，2章，3章では工法の種類と主

要部材の種類と特性について述べた。また，4章，5章，6章，7章では調査，

設計法，設計例，施工について述べ，最後の 8 章では工法の選定法について

述べた。 

 本書で使用している「ジオグリッド」という用語について説明しておく必

要がある。このジオグリッドを含む広義の「ジオテキスタイル」という用語

は最近では「ジオシンセティックス」と言われている。しかしながら，補強

土壁工法の補強材に使用するジオシンセティックスは「ジオグリッド」に限

定されているので，本書ではマニュアルに使用されている名称以外は「ジオ

グリッド」という用語を使用した。 

 本書が本工法に関わる技術者の実務書として，広く活用され少しでも役立

てば幸いである。 

 最後に，本書の発刊に際し，忙しい業務の中，図面の作成において(株)補強

土エンジニアリングの設計部各位にお世話になった。ここに深く感謝の意を

表する次第である。 

2000年 4月 

著者しるす 
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